
千葉市は子育てしやすいまちですか？

　子どもが病気の時こそサポートが必
要です。病児保育園は千葉市に７か所、
中央区は１か所のみです。
　本千葉駅そばのるみえ内科「ゆりか
ご園」を訪問しお話を伺いました。1
階が診療所で、電車が見える 4 階が保
育園。定員は 6 人ですが、その日の利
用者は 4人。1人はおじいちゃんがお迎えにきて、診察を受けて帰るところでした。
　保育室は 3つに仕切ってあり平日は 8時～ 18 時、3 人の保育士が常駐しています。
るみえ先生ご自身の子育て経験からその必要性を感じて開園されたそうですが、市の

補助金では家賃や人件費で赤字とのこと。働くお母さ
んを支えようとの気概と経営努力に頭がさがります。
　連日満員かと思いきや、そうでもないとのことで、
ちょっと意外でした。利用時間や料金が求めている人
にとって利用しづらいのかもしれません。また、病児
保育園への送り迎えはファミリーサポートが使えない

ことも課題です。

病時保育とファミリーサポート事業の連携が求められます
　平成 17 年、　ファミリーサポート事業実態調査結果から、病児保育や宿泊希望が多
いことがわかり、厚労省が都道府県に呼びかけて緊急サポートネットワーク事業がは
じまりました。全 600 か所のうちの１割未満ですが、病児保育に対応しています。
　NPO 法人岐阜羽島ボランティア協会は、ファミリーサポートセンターと病児保育
室、緊急子どもサポートの 3 事業を受託し、提供会員が病児を保育所に迎えに行き病
院で受診後、親の希望で提供会員の家や、病児保育室（診療所併設せず、医療機関と
協力）に預けることもできるという支援事業をおこなっているそうです。（電話調査）
今求められるのはこういう柔軟なサポートではないでしょうか。

　子育て中のお父さんお母さんを支えるちばしファミ
リーサポートセンターを訪問しました。預かったり預
けたり、相互援助をコーディネイトしており、会員登
録は年々増加しています。子どもを預かる会員は研修を受け、救命救
急講習、料理教室や交流会も開かれています。提供会員が近くにいな
かったり、子どもが病気の時やお泊りなどの依頼には、病児保育園、
児童家庭支援センターなどの他のサービスを紹介しているそうです。
　ひとり親家庭からの依頼もあるようですが、料金の負担から利用を
抑える人もあり、市からの補助が望まれます。

働くことと子育てを両立しやすいまちに

いざという時の

アンケートにお答え下さい

“　　”

主な支援（2009 年度）
☆習い事の送迎など
☆保育所・幼稚園・学童保育の迎え及び預かり
☆保護者などの短時間・臨時的就労の場合の援助

相互援助活動（6～ 22 時 ) の報酬基準
月～金 　  7 ～ 19 時　700 円／時
上記以外・年末年始 　900 円／時

　　アンケート　 （当てはまるものに○を）
　
　子育て支援について
１．仕事と子育て両立で困ったことは？（ある、ない）
　　あればどんなことですか？
　　（　　）頼れる祖父母や家族がいない
　　（　　）保育所探しに苦労した
　　（　　）子どもルームに入るのに大変
　　（　　）子どもが病気の時
　　（　　）その他

２．ファミリーサポートセンターについて
　　（知っている、知らない）
　　（利用したことがある、ない）
　　利用した感想

３．病児保育園について
　　（知っている、知らない）
　　（利用したことがある、ない）
　　利用した感想

子どもを預かってもらう（依頼）会員 2768 人 (10 年 6 月 )

子どもを預かる（提供）会員

子どもを預かったり預かってもらう（両方）会員

利用件数

607 人（〃）

413 人（〃）

7745 件（09 年度）

公共施設の有料化をどう考えますか？

議会報告から

集会室 330 円

54 サークル室 110 円
５Ｆ料理実習室 660 円

ホール 990 円

体育館・柔剣道場・プール ( 夏期 )

一般 150 円→220 円
中高生 70 円→100 円
小学生 50 円→　70 円

妊娠・出産・育児サイト「ベビカム」の 2010 年２月調べ。
全国の働く母親（産休・育休中含む）312 人へアンケート。
複数回答。

1 位

2位

3位

72％

55％
69％

「仕事と育児の両立」の問題点は？
子どもが病気のとき、職場
で柔軟な対応ができない

保育サービスに
お金がかかる

急な残業などに対応して
くれる施設が少ない

朝日新聞 5月 29 日

中央コミュニティセンター利用料金予定金額 (2 時間 )

区民検討会傍聴記
　現在市では、行政運営の指針となる基本計画（H24 ～ 33 年度）

を策定しており、あわせて各区でも独自の区基本計画を策定して

います。区民意見を反映させるため、中央区区民検討会が開かれ

ています。

　１回目は 6/16、委員は 14 人（公募 5 人）と区長，うち 5 人が

女性です。区の現状と課題、新しく整備される千葉みなと駅前の

緑地や埠頭についての説明の後、活発な意見交換がありました。

安心・安全を求める声や、三越周辺への駐輪場の設置、千産千消

や緑化、マンション増加による自治会活動推進のための提案もあ

りました。

　2回目（7/21）は、地域の共助共生、交通政策などの提案に加え、

区役所独自予算の必要性も議論されました。傍聴者は各 6 名。今

後の予定は8/25、9/22です。皆さんもご意見を出してみませんか。

助け舟

　今年、市立海浜病院に周産期母子医療センターができ、これま
でより安心して出産できる体制ができました。子ども手当の配布
も始まりましたが、保育所や子どもルームなどの待機児童はまだ
多く、子育て環境は整っているとは言えません。国や千葉市の財
政が厳しい中、優先順位を付けた予算配分が求められます。

　コミュニティーセンターなど、これまで無料だった公共
施設の利用料有料化や、２０年以上料金を据え置いていた
施設利用料の改定が提案されました。
　以下の算定式に沿って、平成 23 年 4 月から料金が設定
されます。
【算定式】
　利用料金単価＝施設の管理運営費×受益者負担率＊÷利用者数
　＊受益者負担率・・施設の公的必要性や収益可能性により設定

　　コミュニティーセン
ターなどの受益者負担率を
20％と低く抑えていること
や、施設を使用しない人も
税金で維持費を負担してい
ることから、市の財政状況
を考えると、利用者に負担
を求めることに一定の理解
を示すものですが、運用に
当たっては、十分な周知と
弱者への配慮が必要です。
また、老朽化した施設の改
善など、利用者の立場に立っ
た運営を求めて、市民ネッ
トでは議案に賛成しました。
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